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令和７年度南関東防衛施設地方審議会の開催

令和８年３月３日(火)、南関東防衛

局において、令和７年度南関東防衛施

設地方審議会が開催され、佐々木会長

ほか４名の委員と当局から鋤先局長ほ

か関係職員が出席しました。

今回は、会長及び委員の方々に防衛

行政への理解を一層深めていただくた

め、現在、根岸住宅地区の返還に向け

実施している原状回復作業の進捗等に

ついて当局から説明を行いました。

その後、陸上自衛隊久里浜駐屯地

（神奈川県横須賀市）に所在する、シ

ステム通信・サイバー学校に赴きまし

た。サイバー空間は指揮中枢から末端

部隊に至る指揮統制のための基盤であ

り、同校は自衛隊におけるサイバー教

育の中枢をなす機関であることから、

委員の方々も大きな関心を持たれ、概

況説明時には活発な意見交換や質疑応

答がなされました。また、同駐屯地内の歴史館や地下壕も見学しました。

当局としては、今回の部隊研修は、同審議会がその役割を十分発揮していただく重要

な機会になったと考えております。

地下壕の見学

審議会の様子
審議会の様子

システム通信・サイバー学校長表敬

「南関東防衛施設地方審議会」

自衛隊又は米軍が使用する不動産等に係る権利の対価の額等について、南関東防衛

局長の諮問に応じて調査審議し、必要と認める事項を当局長に建議することを目的と

して当局に置かれているものです。
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集合写真

（システム通信・サイバー学校庁舎内にて）



日米交流事業 in 米海軍厚木基地

令和８年２月２８日（土）、南関東防衛局は、米海軍厚木航空施設司令部、大和市
及び綾瀬市共催で、同基地内体育館で両市及び基地の子供達と共に言葉や文化の違い
を乗り越え「日米交流事業」を開催しました。日米交流事業は、基地周辺地域住民と
在日米軍関係者の相互理解と信頼関係を構築することを目的として開催している取組
の一つです。
参加する子供達の募集は、大和市、綾瀬市及び厚木基地担当者の協力を得て作業を

行いました。市の担当者からは、多くの応募があって市民の関心の高さを改めて再認
識したとのご意見も伺っています。
今回の交流事業は、日米で４５名の子供たちが参加、約３時間にわたり、追いかけ

玉入れやゾンビ鬼、二人三脚のレクリエーション等を行いました。けがもなく子供達
の歓声と笑顔に包まれた大変有意義な交流となりました。

集合写真

二人三脚

ゾンビ鬼

太鼓キッズ

追いかけ玉入れ
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防衛施設周辺の環境整備事業
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★ 忍野村新設道路「村道鐘山線」開通式

令和７年１１月２１日（金）、防衛省補助事業により整備した、忍野村内の村道
「鐘山線」の開通式が開催され、村道として供用されました。

関係者によるテープカット
（写真左から）遠藤聖ヨハネ会業務執行理事、渡辺富士吉田市議会議長、大森富士東部建設事務
所吉田支所長、鋤先局長、大森村長、大森村議会議長、堀内富士吉田市長、佐野富士吉田警察署
長、長田忍草区長

式典には、忍野村の大森村長を始めとする関係者のほか、当局からは鋤先南関
東防衛局長が出席し、関係者ら約４０人がテープカットや道路の通行初めを行い、
鐘山線の完成を祝いました。
本道路は、自衛隊等車両通行による交通渋滞緩和及び演習場施設による災害時

の消防救難道路の整備を目的として、平成２６年７月に着手し、令和７年１１月
に開通したものです。
当局といたしましては、防衛施設を安定的に運用するためには、地元住民の

方々のご理解とご協力が不可欠であるため、今後とも皆様方の生活の安定と福祉
の向上に寄与するための各種施策の実施に取り組んでまいります。

かねやま

開通式によせて

忍野村長 大森彦一

開通いたしました村道鐘山線は、平成２６年度より防衛施設周辺
の生活環境の整備等に関する法律第８条の補助金を活用させて頂き、
１１年間にわたり整備を進めてまいりました。
南関東防衛局の皆さまのご指導とご支援を賜り道路整備が完了しま
したことを、心より感謝申し上げます。
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○事業概要○

・場 所：山梨県南都留郡忍野村
・実施工期：平成２６年度～令和７年度
・事 業 費：約６億７,２００万円
・補 助 額：約４億７,０００万円
・補助内容：改良舗装

延長=約９５０ｍ
幅員=７．０ｍ(車道 5.5m）

防衛施設（飛行場、演習場）があることによって、周辺住民の方々の暮らしに影響を及ぼ
すことがあります。その場合には、市町村などが行う公園、道路、体育館、公民館、ごみ
処理施設等の生活環境施設や農業用施設、漁業用施設などの事業経営の安定に寄与する施
設の整備に対して助成を行っています。

○ 民 生 安 定 助 成 事 業 ○

工事前

工事後

写真：忍野村提供

写真：忍野村提供



令和７年度南関東防衛局長感謝状贈呈

日米合同原子力防災訓練

令和７年１２月１１日（木）、鋤先南関東防衛局長は座間市役所を訪れ、佐藤市長に
感謝状を贈呈しました。
佐藤市長は長年にわたって地方自治にご尽力される傍ら、常に防衛行政に深い理解を

示し、米陸軍キャンプ座間及び陸上自衛隊座間駐屯地の安定的使用に多大な貢献をされ
てきました。

贈呈時の記念写真

令和７年１２月１８日（木）、横須賀市役所及び米海軍横須賀基地において日米合
同原子力防災訓練が実施されました。
今回の訓練では、米海軍施設内に停泊中の原子力空母「ジョージ・ワシントン」内

で、ごく微量の放射線を含む水が流出し、乗組員に拡散し、軽度の心臓発作を発症し
たという想定の下、日米合同によるモニタリング調査や基地内従業員への連絡・通報
などの訓練に対して、日米の関係機関から約２３０人が参加しました。
当局では、横須賀市から災害警戒本部が設置されたとの連絡を受けて、連絡員とし

て横須賀市に職員を派遣し、基地内従業員の状況報告などの情報伝達の対応を行いま
した。

横須賀市災害警戒本部での訓練状況 ジョージ・ワシントンでの訓練状況
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とりわけ、佐藤市長は日頃
から米軍、自衛隊及び当局と
緊密な連携を図り、近年では、
地域活動の理解促進の一環と
して、伝統的な座間市の一大
行事である「大凧まつり」に
米軍、自衛隊及び当局の関係
者を招待していただくなど、
積極的な友好関係の構築に努
められました。
当局では今後も防衛施設周

辺との調和に向けて、防衛行
政に対する理解を深めていた
だくために適切に対応してま
いります。



自衛隊施設整備

東富士演習場の野焼き

令和７年９月、防衛大学校（神奈川県横須賀市）において新たな学生舎が竣工を迎え
ました。
これまで学生舎は第１〜第４の４棟あり、約１，８００名の学生を収容していました

が、女子学生や留学生の増加により、既存の学生舎では対応できなくなってきたことか
ら、新たに鉄筋コンクリート造４階建、延べ床面積約１３，０００㎡の第５学生舎を整
備いたしました。

防衛大学校第５学生舎完成

第５学生舎（南西方面からの外観）

令和８年２月１日（日）、陸上自衛隊東富士演習場（静岡県御殿場市・裾野市・小山
町）において、東富士入会組合ほか３入会組合による、演習場内入会地の「野焼き」が
行われました。
「野焼き」は、野草・薬草・山野菜等の林野雑産物の保護育成、野火の発生防止・演

習場周辺の森林への類焼防止、害虫の駆除等を目的とし、演習場内入会地２，７４５ヘ
クタールのススキ、萱などの枯草を焼き払う、入会慣習に基づく伝統行事であり、富士
の裾野に早春を告げる風物詩となっています。
当日は、天候にも恵まれ、入会組合員等約１，０００名が４つの作業区に分かれて、

午前１０時００分、一斉に点火作業を開始し、自衛隊や地元消防の協力の下、無事に実
施されました。当局としては、鋤先局長をはじめとする職員が各作業区を巡って、視察
を行いました。

勝又東富士入会組合長の話を聞く鋤先局長（左） 立ち昇る火と煙
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学生舎（内部の様子）
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地方防衛局 職員採用案内
【 ２０２７年４月新規採用 】

防衛省ＨＰの採用情報で業務説明会の開催案内を順次掲載しますので、
ご確認の上、ぜひご参加ください！

防衛省 南関東防衛局 総務部総務課人事係
TEL：０４５－２１１－７１３３

お問い合わせ先
人事院HP

≪大卒程度試験≫

２/１９～
３/２３

申込受付期間
インターネット

２０２７年
４/１

採 用

５/３１

第１次試験

６/２４

第１次試験
合格発表

官庁訪問

７/８～
７/２４

第２次試験

８/１２

最終合格
発表

１０/１

採用内定

各省庁業務説明会等

≪高卒者試験≫

６/１２～
６/２４

申込受付期間
インターネット

２０２７年
４/１

採 用

９/６

第１次試験

１０/８

第１次試験
合格発表

官庁訪問

１０/１４～
１０/２３

第２次試験

１１/１７

最終合格
発表

各省庁業務説明会等

採用スケジュール ２０２６年度国家公務員採用一般職試験

防衛省HP
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防衛施設の
整備・管理

日米交流事業

防衛問題セミナー
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技 術 事 務 技 術

地域社会との調和を図る防衛行政の拠点
～ 地域に根ざした防衛行政を一緒に担ってみませんか ～


